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大

書

抄

録

漢
律
の
「
矯
制
」
に
つ
い
て

水

大

輔

聞

漠
律
に
は
「
矯
制
」
と
い
う
犯
罪
を
庭
罰
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

矯
制
と
は
官
吏
な
ど
が
皇
帝
の
制
詔
と
偏
っ
て
、
官
吏
や
民
衆
に
針
し
て
勝

手
に
命
令
を
下
す
こ
と
で
あ
る
。
文
献
史
料
に
見
え
る
渓
律
、
及
び
近
年
公

表
さ
れ
た
張
家
山
漢
筒
「
二
年
律
令
」
に
よ
る
と
、
矯
制
の
罪
は
「
大

害
」
・
「
害
」
・
「
γ

小
害
」
の
三
つ
に
匿
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
要
斬
」
・
「
棄

市
」
・
「
罰
金
図
柄
」
と
い
う
異
な
る
刑
罰
が
科
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
矯

制
を
行
っ
た
結
果
、
中
中
討
を
も
た
ら
し
た
か
否
か
、
ま
た
い
か
な
る
程
度
の
害

を
も
た
ら
し
た
か
に
よ
っ
て
、
要
斬
l
罰
金
四
雨
の
刑
に
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
す
る
と
、
従
来
、
漠
律
で
は
一
般
に
犯
行
の
結
果
と
い
う
客
槻
的
な

面
よ
り
も
、
犯
人
の
意
思
・
心
情
・
動
機
と
い
う
主
観
的
な
面
を
重
覗
す
る

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
矯
制
で
は
明
ら
か
に
害
が
都
民
生
し
た
か

否
か
、
ど
の
程
度
の
害
が
設
生
し
た
か
と
い
う
、
客
観
的
な
結
果
が
も
っ
ぱ

ら
屍
罰
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
私
は
近
年
、
秦
律
・
漢
律
に
お
い
て
犯
人

の
意
思
・
行
潟
、
犯
行
の
結
果
の
う
ち
、
ど
れ
が
い
庭
罰
の
基
準
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
矯
削
の

罪
に
針
す
る
こ
の
よ
う
な
結
果
重
視
の
慮
罰
方
法
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ

で
、
本
報
告
で
は
主
と
し
て
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
・
『
後
漢
書
』
な
ど
の
文
献

史
料
に
見
え
る
漠
代
の
矯
制
事
件
の
賓
例
を
分
析
し
、
具
躍
的
に
い
か
な
る

結
果
を
も
た
ら
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
大
害
・
害
・
不
害
と
判
断
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

西
夏
皇
帝
の
側
近
集
園

|
|
西
夏
語
・
漢
詩
文
献
か
ら
の
復
原
|
|

佐

貴

保

藤

従
来
の
西
夏
政
治
制
度
史
研
究
は
、
隣
園
の
宋
・
金
朝
側
の
漢
語
文
献
に

残
る
断
片
的
な
情
報
に
頼
っ
た
た
め
、
皇
帝
と
外
戚
と
の
聞
の
権
力
闘
争
の

推
移
と
い
っ
た
政
治
史
的
考
察
は
若
干
潟
さ
れ
た
も
の
の
、
政
権
の
人
的
構

成
等
の
詳
細
は
西
夏
建
園
前
後
を
除
き
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
西
夏
側
の
『
リ
人

献
を
活
用
す
る
試
み
は
、
い
ま
だ
本
格
的
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
報
告
は
、
西
夏
皇
帝
の
側
、
返
を
取
り
を
く
集
圏
の
人
的
構
成
の
特
徴
や

職
務
、
そ
し
て
人
材
登
用
制
度
を
、
山
本
・
金
朝
側
の
漢
語
文
献
だ
け
で
な
く
、

西
夏
語
を
中
心
と
す
る
西
夏
側
の
文
献
を
も
活
用
し
て
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
西
夏
側
の
文
献
に
現
れ
る
人
物
が
帯
び
て
い
る
官
稽
競
を
分
析
す

る
と
、
「
殿
前
」
「
内
宿
」
と
い
っ
た
栴
競
を
帯
び
る
集
圏
と
、
「
島
干
士
」
「
博

士
」
と
い
っ
た
稽
競
を
帯
び
る
集
園
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
「
金
史
』
に
記

録
さ
れ
て
い
る
、
西
夏
が
金
利
へ
一
以
遣
し
た
使
節
は
、
正
使
が
前
者
、
副
使

が
後
者
の
稽
披
を
帯
び
る
こ
と
が
多
く
、
二
種
類
の
集
圏
の
存
在
を
示
唆
し

て
い
る
。
西
夏
の
法
典
の
規
定
に
よ
る
と
、
前
者
の
集
圏
は
、
皇
帝
の
側
近

に
あ
っ
て
宿
衡
や
家
政
を
司
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
皇
帝
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一
族
以
外
の
様
々
な
部
族
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
諸
史
料
か
ら
確
認

さ
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
後
者
の
集
圏
は
、
向
学
科
試
験
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
官

僚
養
成
機
関
で
の
教
育
を
経
た
文
官
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
皇

帝
の
側
近
集
圏
の
人
的
構
成
・
人
材
登
用
制
度
の
側
面
か
ら
、
タ
ン
グ
l
ト

族
や
漢
族
な
ど
様
々
な
民
族
・
部
族
を
約
二
百
年
に
わ
た
り
統
治
し
た
西
夏

の
園
家
際
制
の
特
徴
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

オ
ス
マ

l
ン
帝
国
の
ハ

l
カ
l
ン
た
ち

|
|
碑
・
刻
・
銘
文
資
料
か
ら
の
考
察
|
|

井

谷

鋼

造

583 

務
表
者
は
、
一
九
七
七
年
以
来
、
オ
ス
マ

l
ン
帝
園
の
首
都
で
あ
っ
た
、

イ
ス
タ
ン
プ
ル
や
ア
ナ
ト
リ
ア
の
各
地
で
、
碑
文
・
刻
文
・
銘
文
の
賓
地
調

査
を
績
け
て
い
る
。
時
の
政
治
権
力
者
で
あ
っ
た
、
ス
ル
タ
l
ン
た
ち
が
各

地
に
作
ら
せ
た
、
マ
ス
ジ
ド
・
ジ
ャ
l
ミ
ウ
を
初
め
と
す
る
建
造
物
や
そ
の

内
装
品
に
は
、
建
設
や
製
造
を
命
じ
た
王
侯
、
有
力
者
の
名
前
が
、
碑
文
・

刻
文
・
銘
文
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
碑

文
・
刻
文
・
銘
文
な
ど
の
資
料
を
、
他
の
文
献
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
、

政
治
史
、
ぺ
吐
曾
史
、
経
済
史
の
中
に
的
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
後
表
者

の
研
究
の
目
的
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
で
の
日
本
の
先
行
研
究
は
、
な
い
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
中
で
も
オ
ス
マ

l
ン
帝
国
の
支
配
者

の
稽
競
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
オ
ス
マ

l
ン
朝
の
ス
ル
タ
I
ン
た
ち

は
、
ム
ラ
l
ド
一
世
(
在
位
一
一
一
一
六
O
|
八
九
)
以
来
「
ハ

l
カ
I
ン
」
と

い
う
栴
競
を
問
文
中
で
、
公
的
に
使
用
し
て
い
る
。
「
ハ

l
ヵ
l
ン」、

「ハ

l
ン
」
と
い
う
稽
競
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
北
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
族
で

あ
っ
た
柔
然
以
来
、
政
治
支
配
者
の
栴
競
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
降
は
、
チ
ン
ギ
ズ
・
ハ

l
ン
と
そ
の
一
族
の
血
統

を
引
く
、
支
配
者
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
、
由
緒
あ
る
稀
競
で
あ
る
。
こ
の

「ハ

l
カ
l
ン
」
、
「
ハ

l
ン
」
と
い
う
稽
競
が
、
そ
も
そ
も
は
、
ア
ナ
ト
リ

ア
の
西
北
部
に
興
っ
た
ト
ゥ
ル
ク
マ

l
ン
系
の
小
政
権
で
あ
り
、
チ
ン
ギ

ズ
・
ハ

l
ン
家
と
は
何
の
閥
係
も
な
い
、
オ
ス
マ

I
ン
朝
で
使
用
さ
れ
た
理

由
ゃ
、
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
、
ア
ナ
ト
リ

ア
史
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
両
面
か
ら
、
具
樫
的
な
詮
擦
を
提
示
し
つ
つ
、
考

究
し
て
い
き
た
い
。

園
競
陪
字
に
つ
い
て

高

橋

男

草壁

従
来
、
陪
王
朝
の
園
競
(
刺
競
)
に
つ
い
て
主
に
二
つ
の
皐
説
が
あ
る
。

一
は
明
末
清
初
の
顧
炎
武
に
始
ま
り
、
清
の
呉
玉
括
、
王
和
ら
に
よ
っ
て
継

承
愛
辰
さ
せ
ら
れ
た
説
で
、
出
間
以
前
に
は
「
惰
」
と
「
随
」
が
通
用
さ
れ
て

い
る
の
で
園
競
を
「
惰
」
と
す
る
定
制
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
二

は
近
現
代
の
息
子
者
写
仲
勉
の
主
張
で
、
陪
代
に
は
確
か
に
「
陪
」
で
あ
っ
た

が
唐
の
初
葉
に
「
随
」
と
書
か
れ
、
中
唐
に
な
っ
て
し
だ
い
に
「
陪
」
と
記

さ
れ
た
と
す
る
。
二
つ
の
説
は
、
陪
の
文
帝
が
「
随
」
字
を
嫌
い
、
、
L

を
除
去

し
て
「
陪
」
字
を
園
競
に
定
め
た
と
惇
え
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
陪
文
帝
改
随
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説
」
に
釘
し
て
、
ほ
と
ん
ど
相
い
反
す
る
事
説
と
な
っ
て
い
る
。
雨
者
の
相

違
は
と
も
に
主
と
し
て
石
刻
を
史
料
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
前
者
が
特
定
の

個
別
的
な
石
刻
に
注
目
し
て
な
さ
れ
た
の
に
釣
し
、
後
者
は
石
刻
史
料
を
線

合
的
に
観
察
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
写
仲
勉
の
所
説

も
唐
代
に
閲
し
て
は
具
程
的
な
論
擦
を
明
示
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
陸
績
と
出
版
さ
れ
て
い
る
陪

唐
の
石
刻
関
係
史
料
を
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
調
査
し
た
結
果
を
提
示
し
、

園
競
陪
字
が
陪
1
唐
代
に
ど
の
よ
う
に
愛
遷
し
た
か
、
そ
の
賓
態
を
明
ら
か

に
し
て
、
園
競
が
「
陪
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
理
解
を
得
た
い
。
関
連
し

て
陥
1
唐
代
に
岡
競
惰
字
の
字
形
が
大
き
く
礎
化
す
る
の
は
何
故
か
、
そ
の

政
治
的
、
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
み
た
い
。

中
園
江
南
の
水
郷
都
市
に
お
け
る
河
岸
空
間
の

形
成
過
程
に
つ
い
て

高

+ナ

彦

雅

中
図
江
南
の
蘇
州
や
鎮
の
河
岸
空
間
を
封
象
に
、
そ
の
形
成
過
程
を
解
き

明
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
直
接
通
じ
る
水
濯
の
都
市
景
観
が
明
末
清
初
に
確

立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
水
郷
都
市
の
河
岸
空
間
に
は
、
石
堤
が
築
か
れ
石
橋
が
架
か
り
、

ま
た
船
の
乗
り
降
り
や
取
水
の
た
め
の
〈
河
橋
〉
が
附
け
ら
れ
、
さ
ら
に
水

路
か
ら
の
玄
閥
と
し
て
〈
水
堵
門
〉
な
ど
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
つ
く
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
都
市
施
設
や
建
物
が
、
明
末
清
初
の
土
地
開
設
や
河
幅
の
饗
化
、

水
上
の
不
法
占
擦
と
い
か
に
関
連
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
建
設
主
龍
、
増

改
築
、
所
有
形
態
、
使
用
の
権
利
、
共
同
龍
、
維
持
管
稗
に
よ
っ
て
成
立
し

た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
南
・
な
ら
で
は
の
水
遺
空
間
の
形
成

の
特
質
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
河
岸
空
間
の
み
に
焦
貼
を
あ
て
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

を
作
り
上
げ
る
た
め
の
候
件
と
な
っ
た
流
域
文
化
闘
な
川
・
道

G
街
恒
な
敷

地

O
建
物
な
人
と
生
活
と
い
っ
た
相
互
の
関
係
を
連
績
的
に
見
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
空
間
把
握
と

文
献
史
料
の
雨
面
か
ら
考
察
し
、
時
間
軸
と
空
間
軸
の
雨
方
を
ク
ロ
ス
さ
せ

て
、
現
代
に
活
き
る
河
岸
空
間
の
歴
史
的
重
屠
性
を
解
き
明
か
す
。
宮
殿
や

寺
観
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ば
か
り
を
封
象
と
し
た
従
来
の
建
築
史
と
は
異

な
り
、
水
路
・
橋
・
這
路
か
ら
な
る
有
機
的
な
仕
組
み
と
そ
の
闘
を
埋
め
て

連
な
る
中
小
の
住
宅
や
庖
舗
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
こ
に
土
木
史
や
枇

合
同
史
の
覗
黙
を
組
み
込
ん
で
、
研
究
の
総
合
的
か
つ
新
た
な
枠
組
み
の
創
出

を
園
っ
て
み
た
い
。

ム
ス
リ
ム
の
ビ
ザ
ン
ツ
遠
征
に
伴
う
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

人
口
動
態

|
|
捕
虜
の
運
行
と
強
制
移
住
に
注
目
し
て
|
|

太

敬

子

田

七
世
紀
中
十
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
カ
リ
フ
政
権
の
園
家
的
事
業
と
し
て

繰
り
返
さ
れ
た
ピ
ザ
ン
ツ
遠
征
は
、
ピ
ザ
ン
ツ
帝
岡
の
園
土
の
荒
廃
と
人
口
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減
少
を
招
く
と
共
に
、
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
捕
虜
、
ま
た
は
強
制
的
移

住
者
と
し
て
イ
ス
ラ
l
ム
領
域
に
流
入
す
る
と
い
う
イ
ス
ラ
l
ム
領
域
と
ピ

ザ
ン
ツ
領
域
隻
方
に
跨
る
人
口
移
動
を
も
た
ら
し
た
。
身
代
金
支
梯
い
や
思

赦
等
に
よ
っ
て
捕
虜
の
解
放
や
移
住
者
の
蹄
還
の
可
能
性
が
無
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
ピ
ザ
ン
ツ
都
市
の
征
服
や
破
壊
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
人
口
に
大

き
な
愛
動
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
方
で
、
侵
入
戟
に
よ
る
人

口
愛
動
を
一
時
的
か
つ
限
定
的
な
現
象
と
見
な
し
、
さ
ら
に
九
世
紀
以
降
定

例
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
捕
虜
交
換
が
、
か
な
り
の
レ
ベ
ル
で
人
口

愛
動
を
回
復
す
る
機
能
を
果
た
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
近
年
、
捕
虜
の

状
況
や
捕
虜
交
換
に
関
し
て
ピ
ザ
ン
ツ
史
の
文
脈
か
ら
も
詳
細
な
研
究
が
設

表
さ
れ
、
捕
虜
交
換
や
赦
兎
に
よ
っ
て
ピ
ザ
ン
ツ
領
域
へ
蹄
還
し
た
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
人
口
は
限
ら
れ
た
範
固
に
留
ま
り
、
多
く
の
者
は
一
生
ま
た
は
長

期
に
百
一
っ
て
イ
ス
ラ
l
ム
領
域
に
残
留
し
た
こ
と
が
検
詮
さ
れ
た
。
彼
ら
が
、

特
に
都
市
部
に
お
い
て
、
在
来
の
「
庇
護
民
」
枇
舎
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事

例
も
確
認
さ
れ
る
。
一
方
で
、
連
行
や
移
動
に
際
し
て
の
死
亡
率
は
高
く
、

記
録
さ
れ
た
捕
虜
の
数
と
イ
ス
ラ
l
ム
領
域
に
賓
際
に
流
入
し
た
人
口
と
の

聞
に
は
隔
た
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
本
愛

表
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
凶
境
を
越
え
た
人
口
移
動
と
そ
の
枇
舎
的
影
響
に

閲
し
て
再
検
討
を
試
み
た
い
。
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『
度
支
奏
議
』
と
明
末
の
流
賊
反
乱

|
|
限
西
北
部
の
兵
銅
問
題
を
中
心
に
し
て
|
|

=七
口

尾

寛

明
末
の
流
賊
反
乱
(
李
白
成
・
張
献
忠
の
乱
)
の
愛
生
・
擦
大
の
要
凶
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
三
鍋
」
(
遼
飼
・
剰
飼
・
練
銅
)
の
加
振
に
重
黙

を
置
き
、
そ
の
徴
牧
額
の
饗
遷
或
い
は
反
乱
地
匝
の
農
民
に
輿
え
た
影
響
に

つ
い
て
一
貫
詮
的
に
考
察
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
貼
に
関
し
て
、
畢
白
出
版
撰
『
度

支
奏
議
』
は
、
山
町
市
一
顧
年
間
初
期
の
戸
部
官
僚
が
数
量
的
把
握
を
も
と
に
、
農

民
の
負
捨
軽
減
を
考
慮
に
入
れ
た
兵
飼
供
給
策
を
精
力
的
に
進
め
て
い
た
事

賓
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

戸
部
向
書
畢
自
巌
は
、
首
時
限
西
北
部
へ
の
兵
飼
銀
(
と
く
に
民
連
銀
)

が
非
常
に
滞
っ
て
い
た
状
況
に
釘
し
て
、
京
運
銀
(
荏
目
前
)
を
主
慢
と
し
た

兵
銅
供
給
の
維
持
に
努
め
、
そ
の
た
め
に
は
、
本
来
遼
束
の
満
州
族
に
到
す

る
遼
制
銀
(
新
銅
)
を
反
乱
地
恒
に
投
ず
る
こ
と
も
辞
さ
な
か
っ
た
。
『
度

支
奏
議
」
所
牧
の
関
係
の
奏
疏
は
か
か
る
操
作
を
、
「
如
抵
」
「
免
拍
」
等
々

と
し
て
個
別
に
多
数
記
載
す
る
と
と
も
に
、
「
通
融
調
剤
」
と
し
て
総
括
的

に
表
示
す
る
。

本
報
告
に
お
い
て
は
、
『
度
支
奏
議
』
に
も
と
づ
い
て
、
崇
頑
二
ご
六

二
九
)
年
か
ら
同
五
(
一
六
三
二
)
年
、
戸
部
向
童
日
畢
向
巌
が
延
綴
鎮
・
延

安
府
を
中
心
と
す
る
険
西
北
部
へ
の
兵
制
銀
供
給
策
と
し
て
講
じ
た
、
「
新

鯛
」
と
「
奮
鏑
」
、
京
運
銀
と
民
運
銀
、
延
緩
鎮
と
他
省
(
四
川
)
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
聞
で
進
め
た
一
連
の
兵
制
銀
の
振
替
・
相
殺
操
作
及
ぴ
そ
の
結
末
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
明
末
の
戸
部
官
僚
の
手
法
の
特
徴
、

流
賊
反
乱
の
愛
生
・
掻
大
の
要
因
に
つ
い
て
卑
見
を
遮
べ
た
い
。

日
中
戦
争
期
上
海
の
難
民
救
済
問
題
に
つ
い
てj賓

子

正

日
中
戦
争
の
際
、
戦
火
の
も
と
の
中
国
で
は
多
く
の
難
民
が
愛
生
し
た
。

戟
時
に
は
中
立
で
あ
っ
た
上
海
の
租
界
に
は
、
大
勢
の
難
民
が
流
れ
込
み
、

上
海
枇
舎
は
、
八
・
二
二
事
愛
(
第
二
次
上
海
事
愛
)
後
四
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
、
多
数
の
難
民
を
給
養
し
績
け
た
。
本
報
告
は
、
日
中
戦
争
の
各
段

階
の
上
海
で
、
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
ど
の
よ
う
に
難
民
問
題
に
釘
隠
し
た
か

を
初
歩
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
戦
争
期
の
上
海
枇
台
、

特
に
そ
こ
に
お
け
る
枇
舎
的
弱
者
の
救
済
を
中
心
と
す
る
公
共
的
機
能
遂
行

の
あ
り
方
が
如
何
な
る
繁
化
を
と
げ
た
か
を
考
察
し
た
い
。

一
九
三
七
年
八
月
の
八
・
一
-
二
事
愛
勃
後
後
、
上
海
で
は
約
三
ヶ
月
間
、

激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
の
難
民
救
済
工
作
は
、
日
本
軍
の
侵
略
に

到
す
る
抗
戦
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
輿
え
ら
れ
た
。
中
園
軍
が
上
海

周
遅
か
ら
撤
退
し
た
後
「
孤
島
」
と
呼
ば
れ
て
重
慶
政
府
・
中
国
共
産
黛
・

在
福
外
国
勢
力
・
日
本
軍
及
び
封
口
協
力
政
権
等
の
各
勢
力
の
角
逐
す
る
場

と
な
り
、
一
九
三
八
l
三
九
年
に
は
奇
形
的
な
好
況
に
沸
く
が
、
や
が
て
イ

ン
フ
レ
が
進
行
し
て
市
民
生
活
が
困
難
に
な
る
。
難
民
救
済
工
作
は
、
上
海

祉
舎
の
状
況
愛
化
に
釘

p

除
し
て
何
度
か
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
再
編
し
な
が
ら
、

一
九
四
二
年
初
め
ま
で
績
け
ら
れ
た
。

ヘ
ラ

l
ト
の
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン

|
|
一
九
世
紀
中
期
の
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
関
係
史
|
|

牧

日
日

平

一
八
一
八
年
の
内
戦
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
混
乱
し
た
状
態
が
績
い

た
が
、
一
八
四

0
年
代
以
降
は
、
ヵ

l
ブ
ル
・
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
・
ヘ
ラ

l
ト

の
三
政
権
が
鼎
立
す
る
朕
況
が
績
い
た
。
そ
の
う
ち
へ
ラ
l
ト
は
、
東
方
の

カ
l
ブ
ル
と
南
東
方
の
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
、
西
方
の
カ

l
ジ
ャ

I
ル
朝
に
は
さ

ま
れ
る
地
理
的
位
置
に
あ
り
、
三
方
向
か
ら
犀
力
を
受
け
る
困
難
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
た
。

カ
ー
ブ
ル
・
カ
ン
ダ
ハ

1
ル
雨
政
権
は
共
に
新
興
の
モ
ハ
ン
マ
ド
ザ

1

イ
1
系
で
あ
り
、
敵
到
す
る
サ
ッ
ド

1
ザ
|
イ

1
系
の
ヘ
ラ

1
ト
政
権
征
服

を
狙
っ
て
い
た
。
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
も
ヘ
ラ

l
ト
の
領
有
権
を
主
張
し
て
お

り
、
一
八
三
七
年
か
ら
一
年
ほ
ど
は
こ
れ
を
包
囲
し
て
征
服
を
園
っ
た
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
の
中
で
、
ヘ
ラ

l
ト
の
ヴ
ア
ズ
ィ

l
ル
、
ヤ
ー

ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
・
ア
リ
コ
ザ

l
イ
l
は
、
一
八
四
二
年
、
支
配

者
の
カ

l
ム
ラ

l
ン
王
子
を
殺
害
し
て
支
配
権
を
掌
握
し
た
。
そ
の
後
、
彼

は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
靭
に
表
面
的
に
服
従
す
る
こ
と
で
西
方
の
不
安
を
取
り
除

き
、
カ

l
ブ
ル
・
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
雨
政
権
と
も
う
ま
く
釘
摩
し
て
、
ヘ
ラ

l

ト
政
権
を
存
績
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
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ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
ガ
ン
側
の
第
一
次

史
料
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
、
主
に
英
同
外
交
文
書
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
本
愛
表
で
は
、
英
同
側
史
料
に
留
ま
ら

ず
、
可
能
な
限
り
ア
フ
ガ
ン
側
・
イ
ラ
ン
側
の
史
料
を
も
利
用
し
て
彼
の
賓

像
に
泊
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
首
時
の
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
関
係
に
お
け
る

諸
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

成
豊
・
同
治
期
の
中
琉
日
開
係
に
閲
す
る
一
考
察

|
|
向
泰
冊
封
問
題
を
中
心
に
|
|

西

里

宣

--f丁
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清
図
の
成
豊
・
同
治
期
、
日
本
の
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
「
内
憂
外
患
」

や
政
治
的
繁
動
は
中
琉
円
関
係
に
も
波
及
し
、
琉
球
園
存
『
げ
一
の
基
盤
を
動
揺

さ
せ
た
o

本
報
告
で
は
、
中
琉
日
関
係
の
未
曾
有
の
婆
動
の
内
賓
に
、
三
つ

の
問
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。

第
一
に
銅
器
供
出
問
題
。
成
幽
豆
三
年
、
軍
需
費
調
達
手
段
と
し
て
濁
自
に

銅
銭
の
銭
迭
を
開
始
し
た
一
服
建
首
局
は
、
成
問
豆
七
年
、
鋒
銭
用
の
銅
不
足
の

た
め
琉
球
側
へ
銅
の
提
供
を
要
請
し
た
。
停
統
的
中
琉
関
係
の
枠
組
み
を
逸

脱
す
る
要
請
を
受
け
て
困
惑
し
た
琉
球
側
は
、
最
終
的
に
薩
摩
の
協
力
を
も

得
て
二
高
五
千
斤
の
銅
器
類
を
「
奉
献
」
す
る
。
こ
の
聞
の
幅
建
・
琉
球
・

薩
摩
の
封
陰
と
認
識
に
注
目
し
た
い
。

第
二
に
進
貢
使
進
京
・
慶
賀
使
参
府
問
題
。
清
園
内
乱
の
た
め
、
琉
球
の

進
貢
使
は
嬰
則
的
族
程
を
強
い
ら
れ
、
進
一
尽
で
き
な
い
事
態
に
も
遭
遇
し
た
。

進
京
に
同
執
す
る
琉
球
側
の
事
情
と
清
園
の
釘
感
を
検
討
し
た
い
。
他
方
、

日
琉
関
係
で
は
、
十
三
代
、
十
四
代
将
軍
の
襲
職
慶
賀
の
た
め
、
慶
賀
使
の

参
府
が
計
量
さ
れ
な
が
ら
賓
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
及
び
琉
球
に
と
っ

て
の
参
府
の
意
義
を
考
察
し
た
い
。

第
三
に
向
泰
冊
封
問
題
。
山
川
泰
は
岡
王
に
即
位
し
て
卜
九
年
後
に
清
岡
皇

帝
か
ら
加
封
さ
れ
、
さ
ら
に
六
年
後
に
明
治
天
皇
か
ら
加
封
さ
れ
る
。
中
琉

閥
係
に
お
け
る
向
泰
珊
封
問
題
は
、
府
封
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
、
名
分
と
賓

利
と
い
う
楓
黙
か
ら
、
琉
球
側
の
安
全
保
障
問
題
と
し
て
再
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
で
、
明
治
政
府
内
の
琉
球
H
口
清
雨
展
論
と
琉
球
H

日
本
専
属
論
の
折
衷
案
と
し
て
賓
施
さ
れ
た
倫
泰
朋
封
を
、
琉
球
側
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
釘
廃
し
た
の
か
と
い
う
覗
貼
か
ら
、
円
琉
関
係
に
お
け
る

向
泰
珊
封
問
題
を
再
検
討
し
た
い
。
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